
衆議院の比例定数削減法案の撤回を求める決議 

 

現在開会中の特別国会は、2 月 18 日に招集されましたが、2026 年度予算案の年度内

採決にこだわった高市首相の意向を受け、衆議院では委員長職権による委員会運営が繰

り返されたのち、強行採決されました。以降の法案審議においても、与党による強引な

国会運営が続けられています。 

その特別国会も 7 月 17 日に閉会が予定となっています。しかし、わずかな時間しか

ないにもかかわらず、国会で積み上げてきた議論を完全に無視した衆議院比例定数削減

法案が国会に提出されました。そのため、野党が国会審議を拒否するという異常な事態

となりました。 

現在の国会が不正常な状況に至っているのは、高市首相と与党が「数の力」を背景に

して強引な国会運営を行っているからに他なりません。 

国会は、憲法で定められた国権の最高議決機関であり、多様な意見が国政に反映され

る運営が求められます。与党による乱暴な国会運営は到底許されるものではありません。 

 

自民・維新の両党は 7月 8日の党首会談で、衆議院定数削減法案を先送りすることを

合意しました。野党の一致した対応と国民の世論が与党を追い込んだのです。 

国会に提出された衆議院の比例定数を 45 削減する法案は、民主主義の根幹に関わる

法案です。そもそも定数見直しについては、選挙制度とも関わり、民主主義の共通の土

俵として、各政党が参加して議論されてきたものです。 

小選挙区・比例代表並立制の中で、比例定数だけを一方的に減らすのは筋が通りませ

ん。また、比例定数のみを削減することは、女性議員の進出をより困難にし、多様な民

意の反映が十分になされず、多数党による独裁を招きかねません。与党に都合の良い内

容での選挙制度改悪を許すことでは民主主義は壊されてしまいます。 

国会に提出されている衆議院の比例定数削減法案は、審議の先送りではなく直ちに撤

回されるよう強く求めます。野党には、その一致点での引き続きの対応をお願いします。 

 

本集会の名で、衆議院比例定数削減法案を撤回し、与党による「数の力」を背景にし

た強引な国会運営を改めるよう強く求めることを決議します。 

 

2026年 7月 9日 

衆議院の比例定数削減法案の撤回！ 

国会を軽視する高市政権の暴走ストップ 7・9院内集会 


